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自己改革の着実な実践とガバナンス・
内部統制の確立に向けて

～規制改革推進会議における農協改革の動向について～

１．政府（規制改革推進会議）の動向
　経済社会の構造改革を進める上で必要な規制の在り方の改革に関する事項を協議するため、内閣
府主催の規制改革推進会議が10月16日に開催された。
　規制改革推進会議の進め方については、令和６年夏を目途に重要課題等に関する答申を取りまと
めることとしている。
　規制改革の重要課題として、緊急に対応すべき課題として、人手不足への対応を挙げ、あらゆる
規制・制度改革を通じて、その対応を推進していくこととしている。また、当面の重要課題の一つ
として、「自爆営業」（未達ノルマの従業員買取り）への対策、農地に関連する事項として、土地相
続手続きのデジタル化や所有者不明土地の有効利用なども盛り込まれた。今回の重要課題の中で農
協改革に関する課題は盛り込まれなかった。
　農協改革に関しては、今年６月の規制改革推進に関する答申で示され、「農協で組合員との対話
を通じて自己改革実践サイクルが構築されていること等に「評価できる」」とした。この取組みを
自律的に深化・発展させるべく、「農協改革の着実な推進」、「農協における適切なコンプライアンス・
ガバナンス態勢等の構築・実施」、「共済事業における顧客本位の業務運営の取組等」が規制改革実
施計画に盛り込まれている。

２．農林水産省の動向
　規制改革に関する答申を受け、農林水産省では、「自己改革の取組みが自律的に深化・発展させ
るため、経営体制の実効性向上、定量的な進捗状況把握、担い手経営体に対する取組み強化が実施
されているか」、また、「不正やハラスメントへ厳正に対処するため適切なコンプライアンス・ガバ
ナンス態勢の構築がなされているか」、「ノルマ達成のために商品購入を労働者に強制することがな
いか」等について、農協へのヒアリングを通じて確認、周知するとともに、役職員への理解を深め
るための研修や説明会等の取組みを行うこととしている。

３．ＪＡグループの取組み
　答申等を踏まえて、自己改革については、担い手等との対話や農協を取り巻く環境、他産業の動
向も含めた経済社会情勢等の変化に対応し不断の見直しが必要である。この見直しにあたっては、
「外部の視点を入れていくことが不可欠である」との答申の記載がある。外部の視点を取り入れる
ことによって、前年踏襲ではなく、新たな気づきや発想につながることから外部の評価も検討願い
たい。
　また、不祥事件の発生は、ＪＡに対する社会的信頼を失わせかねない重大な問題である。引続き
不祥事件の発生を未然防止するために適切なガバナンス・内部統制の確立に向けて取組みをお願い
したい。
　本会としても、自己改革の着実な実践や内部統制の確立・実効性向上に向けて研修会等の開催や
個別対応を通じて支援してまいりたい。
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